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一江南町江南中央第一土地区画整理事業一

　
江
南
町
江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
昭
和
五
十
五
年
よ
り
始
ま

り
、
今
篭
操
地
処
分
と
な
り
ま

　
　
ヤ

し
た
。
こ
の
事
業
の
目
的
と
し
て
は
、

市
街
化
の
急
増
す
る
人
口
に
伴
う
住
宅

地
の
不
足
を
緩
和
し
、
健
全
か
つ
良
好

な
住
環
境
を
保
有
す
る
住
宅
地
の
造
成

と
、
公
共
施
設
の
整
備
改
善
を
図
る
こ

と
で
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

道
路
・
公
園
が
整
備
さ
れ
、
明
る
く
住

み
良
い
街
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
又
、
こ
の
事
業
の
特
徴
の
一
つ
に
、

町
名
・
地
番
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
、
こ
の
区
域
に
は
、
小
江
川
・
三

本
・
押
切
・
柴
・
樋
春
が
混
在
し
て
お

り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
町
名
が
中
央
一

丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
と
変
わ
り
、

誰
に
も
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
一
丁
目
は
、
都
市
計
画
道

路
で
あ
る
三
本
・
須
賀
広
線
か
ら
西
で
、

役
場
は
、
一
丁
目
一
番
地
に
変
わ
り
ま

し
た
。
又
、
原
谷
公
園
は
一
丁
目
四
番

地
で
す
。
二
丁
目
は
、
三
本
・
須
賀
広

線
か
ら
高
圧
線
下
敷
ま
で
で
、
中
学
校

は
二
丁
目
一
番
地
一
で
す
。
三
丁
目
は
、

高
圧
線
下
敷
か
ら
都
市
計
画
道
路
、
中

央
通
線
ま
で
で
す
。
三
丁
目
に
あ
る
山

神
公
園
は
四
番
地
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
番
の
決
め
方
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
方
式

と
い
っ
て
、
一
街
区
ご
と
に
一
個
の
地

番
を
付
け
、
こ
れ
を
親
地
番
と
し
て
街

区
内
の
各
筆
に
枝
番
を
付
け
る
方
法
で
す
。

　
新
し
く
生
ま
れ
た
「
中
央
」
を
中
心

に
し
て
江
南
町
が
よ
り
発
展
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中央通線
調整池

三本・須賀広線

高圧線
も

幽
中学校

　　⑨

⑯
⑮

　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
役

　
　
　
　
　
①

　
　
⑭

病院

　　⑦

②

⑬

　
　
　
園
羅
愈

　
　
④
陸
．
、
・

　
　
　
　
⑳
』

　
　
　
　
　
　
　
⑨

獲
⑤■

熊谷・小川秩父線

○の中の数字は地番を表わします。

凡　　　　　例

中央1丁目

中央2丁目

中央3丁目

町名地番変更図

（2）



原谷公園区画道路

●山神公園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

明
3
く
住
み
よ
サ
街
づ
く
り

　
今
、
我
が
国
で
三
人
に
二
人
が
都
市

に
住
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
三
〇
年
に
は

二
人
に
一
人
の
割
合
で
し
た
か
ら
、
激

し
い
勢
い
で
都
市
化
が
す
す
ん
で
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
市
街
地
で
は
、
人
や
車
が
増
え
て
も

道
路
や
歩
道
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い

る
た
め
、
通
学
や
買
物
に
も
危
険
が
生

じ
た
り
、
住
宅
が
混
在
し
て
い
る
た
め

生
活
環
境
が
著
し
く
悪
化
し
て
い
る
所

も
あ
り
ま
す
。

づ
つ
出
し
合
う
こ
と
に
よ
り
　
道
路
や

公
園
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

員
十
六
メ
ー
ト
ル
、
区
画
道
路
と
し
て

と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
側
に
側
溝
を
付

け
る
こ
と
に
よ
り
、
雨
水
が
道
に
あ
ふ

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
側
溝

の
水
は
中
学
校
の
東
約
二
百
メ
ー
ト
ル

の
所
に
調
整
池
を
作
り
、
流
量
を
調
節

し
な
が
ら
和
田
吉
野
川
へ
放
流
す
る
計

画
で
す
。
今
年
三
月
に
は
、
二
箇
所
目

の
調
整
池
が
完
成
し
、
池
の
間
に
は
ベ

ン
チ
が
、
そ
し
て
外
周
に
は
桜
の
木
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
目
を
き

っ
と
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

＞
つ
o

　
公
園
は
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

二
ヶ
所
配
置
し
ま
し
た
。
面
積
は
、
合
鍵
建
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
道
路
は
、
都
市
計
画
道
路
と
し
て
幅
ゆ

幅
員
六
メ
ー
ト
ル
（
一
部
四
メ
ー
ト
ル
）
レ

で
灘
麟
、
難
擁
霧 　

わ
せ
て
約
八
九
〇
〇
平
方
メ
i
ト
ル
程

　
あ
り
ま
す
。
原
谷
と
山
神
の
公
園
の
名

　
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
字
か
ら
と
り
ま
し

　
た
。
夕
方
や
休
日
に
は
、
多
く
の
子
供

　
た
ち
が
公
園
を
訪
れ
、
ブ
ラ
ン
コ
や
ボ

　
ー
ル
遊
び
を
し
て
い
る
光
景
を
み
か
け

　
ま
す
。

　
　
町
で
は
、
今
後
も
明
る
く
住
み
よ
い

　
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き

　
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

　
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
藍
響
・

　
　
　
　
　
　
矧
鑑
鐘
錨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
、
．
、

鈍
　
．
』
　
　
錘
．
・

　
　
　
傷
　
　
　
緊
　
　
、

　
　
　
　
　
　
婚
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
’
瓢
・
堤
と
畢

　
　
　
讐
滋
藍
腰
．
儲
鄭
』

　
　
　
・
鯵
　
一
”
、
　
　
　
　
遁
　
溌
『
毘

　
　
　
　
　
辮
、
灘
灘

＞
、
瓢
望

㍊
識
鹸
、
’
駅
瀦
　
’

、
．
蝦
ぎ
羅
縷

　
事
業
の
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
組
合
施
行
）

○
定
款
・
事
業
計
画
案
の
作
成

　
　
　
↑

○
施
行
地
区
の
公
告
縦
覧

　
　
　
↑

○
未
登
記
の
借
地
権
申
告

　
　
　
↑

O
同
意
の
と
り
ま
と
め

　
　
　
↑

○
組
合
設
立
申
請

　
　
　
↑

○
縦
　
　
　
　
覧

　
　
　
↑

○
意
見
書
の
提
出
・
処
理

　
　
　
↑

○
組
合
設
立
の
認
可
・
公
告

　
　
　
↑

○
組
合
設
立
総
会
・
役
員
の
選
出

　
　
　
↑

○
換
地
計
画
．
仮
換
地
の
指
定

　
　
　
↑

○
建
築
物
等
の
移
転
・
工
事
の
実
施

　
　
　
↑

O
換
地
計
画
の
縦
覧

　
　
　
↑

○
換
地
計
画
の
認
可

　
　
　
↑

O
換
地
処
分
・
登
記

　
　
　
↑

○
清
算
金
徴
収
・
交
付

　
　
　
↑

○
組
合
の
解
敵
・
認
可

（3）



．べ

　
新
年
度
に
な
り
、
教
職
員
お
よ
び
町
職
員
に

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
と
行
政
を

結
ぶ
パ
イ
ブ
役
と
し
て
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
区
長
さ
ん
に
も
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
区

三
　
本
　
　
（
　
）

　
志
村
　
邦
男

須
賀
広

　
高
橋
　
文
夫

柴　
柴
　
　
芳
明

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

　
矢
崎
　
賢
一
一

長

は
前
任
者

　
（
新
井
　
一
二
）

（
吉
田
　
　
清
）

（
木
村
　
昭
二
）

（
古
屋
　
宗
一
）

◎
教
職
員

　
　
○
江
南
南
小
学
校

教
頭
　
金
子
　
正
信
　
熊
谷
東
小
へ

教
諭
　
大
串
　
秀
孝
　
熊
谷
吉
岡
小
へ

〃
　
持
田
　
初
枝
　
熊
谷
桜
木
小
へ

教
頭
　
大
澤
　
久
男
　
嵐
山
志
賀
小
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
り

教
諭
　
坂
下
　
　
司

〃
教
諭

〃〃〃〃〃〃

高
田
　
明
子

深
谷
上
柴
西
小

よ
り

滑
川
宮
前
小
よ

り

○
江
南
北
小
学
校

秋
山
　
和
子
　
熊
谷
玉
井
小
へ

尾
高
　
利
夫
　
深
谷
上
柴
西
小

　
　
　
　
　
　
へ

岡
部
　
秀
子
　
大
里
市
田
小
へ

飯
塚
真
起
子
　
鴻
巣
赤
見
台
第

　
　
　
　
　
　
一
一
小
よ
り

安
藤
　
安
男
　
熊
谷
三
尻
小
よ

　
　
　
　
　
　
り

柴
崎
　
明
子
　
大
里
市
田
小
よ

　
　
　
　
　
　
り

鈴
木
　
弘
一
　
北
本
中
丸
小
よ

　
　
　
　
　
　
り

○
江
南
中
学
校

●

教
頭
　
松
永
　
　
勲

教
諭
　
伊
佐
山
省
吾

〃
　
栗
原
　
政
広

〃
　
渡
辺
　
雄
一

孝交．．．“．
頭

高
田
　
節
子

千
葉
久
美
子

岡
田
　
日
目
之

矢
島
　
　
久

木
島
由
里
子

富
田
　
法
昭

教
諭
　
山
下
　
義
晴

〃〃〃

〃〃〃

飯
野
　
幸
和

長
谷
川
　
博

佐
藤
　
恵
子

茂
木
　
照
司

中
澤
　
弘
文

森
田
美
代
子

上
尾
太
平
中
へ

妻
沼
西
小
へ

寄
居
男
会
中
へ

大
里
教
育
事
務

所
へ

熊
谷
東
中
へ

深
谷
藤
沢
中
へ

大
里
中
へ

岡
部
中
へ

普
通
退
職

熊
谷
市
教
委
よ

り大
里
教
育
事
務

所
よ
り

深
谷
中
よ
り

寄
居
城
南
中
よ

り東
松
山
東
中
よ

り妻
沼
西
中
よ
り

新
採
用

新
採
用

◎
町
職
員

・
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

長
岡
　
一
茂
（
総
務
課
長
）

市
川
マ
ツ
エ
（
社
協
事
務
局
長
）

　
松
葉
喜
代
野
（
総
務
課
主
査
）

　
大
久
保
順
子
（
保
健
婦
）

　
木
村
　
已
美
（
学
校
教
育
指
導
員
）

　
鎌
塚
　
久
光
（
社
会
教
育
指
導
員
）

・
昇
　
格

0
経
済
課
長
　
木
村
　
　
進
（
経
済
課

　
　
　
　
　
　
長
補
佐
）

O
水
道
課
長
　
中
村
　
雅
夫
（
経
済
課

　
　
　
　
　
　
長
補
佐
）

○
社
協
事
務
局
長
　
笠
原
　
恵
代
（
税

　
　
　
　
　
務
課
長
補
佐
）

O
都
市
計
画
専
門
員
　
馬
場
　
正
美

　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
長
補
佐
）

○
税
務
課
長
補
佐
　
富
田
　
康
夫
（
出

　
　
　
　
　
納
室
主
査
）

・
異
　
動

○
総
務
課

　
課
　
長
　
福
田
　
征
芳
（
企
画
課
長
）

　
主
　
査
　
小
林
佐
智
子
（
保
健
課
主

　
　
　
　
査
）

　
主
事
補
　
井
上
　
　
努
（
新
採
用
）

○
企
画
課

　
課
　
長
　
高
橋
　
　
正
（
保
健
課
長
）

　
主
　
任
　
水
野
真
奈
美
（
総
務
課
主

　
　
　
　
事
）

　
主
事
補
　
小
沢
　
一
郎
（
新
採
用
）

o
保
健
課

　
課
　
長
　
宇
治
川
栄
一
（
水
道
課
長
）

　
主
　
任
　
鹿
庭
　
吉
彦
（
税
務
課
主

　
　
　
　
任
）

　
主
　
任
　
前
林
和
香
代
（
企
画
課
主

　
　
　
　
任
）

　
主
事
補
　
折
川
　
義
典
（
新
採
用
）

O
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
　
　
　
長
倉
　
宏
昌
（
経
済
課
長
）

　
　
●

O
経
済
課

　
補
　
佐
　
大
島
　
　
栄
（
教
育
委
員

　
　
　
　
会
専
門
員
）

　
主
　
査
　
柴
　
　
芳
信
（
住
民
課
主

　
　
　
　
査
）

　
主
　
任
　
森
田
　
幹
雄
（
税
務
課
主

　
　
　
　
任
）

O
税
務
課

　
主
査
神
田
　
稔
（
保
健
課
主

　
　
　
　
査
）

　
主
　
任
　
宅
森
　
知
克
（
建
設
課
主

　
　
　
　
任
）

O
建
設
課

　
主
　
任
　
駒
井
　
晴
夫
（
経
済
課
主

　
　
　
　
任
）

　
主
事
補
　
神
谷
　
英
樹
（
新
採
用
）

O
住
民
課

　
主
　
任
　
飯
島
　
正
彦
（
経
済
課
主

　
　
　
　
事
）

O
出
納
室

　
主
　
任
　
野
本
　
　
誠
（
建
設
課
主

　
　
　
　
任
）

○
教
育
委
員
会

　
指
導
主
事
　
鳥
塚
　
富
弥
（
新
採
用
）

社
会
教
育
指
導
員
　
中
村
　
貞
二

　
　
へ
、
詔

「
－
F
診
、
・

　
　
，
4
乾

、
、k

＼

（4）



●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
じ

御
正
駐
在
所
に
山
口
信
示
さ
ん

　
三
月
に
行
わ
れ
た
警
察
の
人
事
異
動

で
、
御
正
駐
在
所
に
山
口
さ
ん
が
着
任

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

氏
名
山
口
信
示
（
三
十
四
歳
）

出
身
地
　
新
潟
県

趣
昧
　
ス
キ
ー

　
山
口
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
に
な

る
前
は
、
上
尾
警
察
署
（
警
務
課
）
に

新しい国民年金委員
さんを紹介します。

　任期満了にともない年金委員さんが、平

成5年4月1日に江南町長より委嘱されま

したので、ご紹介し、ます。

　国民年金について、わからないことがあ

りましたら、ご相談ください。

勤
務
さ
れ
数
々
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
警
察
官
に
な
っ
た
動
機
は
、
犯
罪
の

な
い
、
ま
た
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に

た
て
れ
ば
と
の
こ
と
で
す
。
若
さ
を
生

か
し
、
　
「
犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
づ
く

り
」
に
努
力
し
た
い
と
抱
負
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
困
り
ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

若
さ
と
実
行
力
を
兼
ね
備
え
、
町
の
治

安
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
、
三
六
－
四

八
九
一
で
す
。
前
任
の
小
林
敬
裕
さ
ん

は
、
熊
谷
警
察
署
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

国民年金委員名簿　、
　　　　　　　　（敬称略

不
正
大
麻
・
け
し
撲
減
運
動

（
5
月
1
日
～
6
月
3
0
日
）

騨
気
ミ
’

　
　
つ門

、
　
髭

噛
一
　
－
・

　
●
　
　
観

　
！
　
　
　
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
せ

翫
騨
罰

　
　
　
〔
，
，

購
　
　
　
N

神谷　正男 36－0643 成　沢（下）

井出　喜三 36－2406 成　沢（上）

小澤　清一 36－0185 三　本

新井　義男 36－2422 上新田

新井　照文 36－0583 上押切

持田　弘隆 36－4560 下押切

○ 鎌塚　勘一 36－0672 樋春北

○ 芹澤　英夫 36－3359 樋春南

関谷　　進 36－1860 御正新田（下）

橋本　祐作 36－0900 御正新田（上）

高橋　和夫 36－3443 須賀広

○ 宅森　梅次 36－2260 野　原

○ 岡部　　清 36－0463 小江川（東）

田中　勝治 36－2086 小江川（西）

○ 利根田正吉 36－3559 塩

柴崎　弘行 36－39911 板　井

○ 木村　昭二 36－2075 柴

O 秋場　幸子 36－0530 千　代

○印は新任の委員さんです。

●
　　　　　　　一勲．

　
か
つ
お
（
鰹
V
を
三

枚
に
お
ろ
し
、
昧
を
つ

け
ず
に
湯
で
煮
て
、
あ

ぶ
っ
て
干
し
固
め
た
の

が
「
か
つ
お
節
」
で
す
。

　
か
つ
お
節
を
作
る
と

き
「
カ
ビ
付
け
」
と
い

っ
て
、
か
つ
お
に
無
害

の
カ
ビ
（
ぺ
ニ
シ
リ
ン
と
同

種
類
の
カ
ビ
）
を
植
え
、
干

し
て
固
め
ま
す
。
カ
ビ
の
作

用
で
か
つ
お
の
身
の
水
分
を

と
り
、
脂
肪
を
分
解
し
て
、

か
つ
お
節
の
独
特
の
風
味
、

う
ま
味
の
も
と
と
い
わ
れ
る

ア
ミ
ノ
酸
を
生
成
す
る
の
が

目
的
で
す
。
魚
臭
さ
も
と
れ

ま
す
。

　
か
つ
お
節
は
、
最
初
に
表

面
の
カ
ビ
（
無
害
な
の
で
口

に
入
っ
て
も
害
は
な
い
）
を

水
で
ざ
っ
と
洗
い
、
軽
く
タ

かつお節ア・ラ・カルト

ワ
シ
で
こ
す
り
落
と
し
て
か
ら
使
い

ま
し
ょ
う
。
洗
っ
た
後
は
、
乾
い
た

ふ
き
ん
で
水
気
を
と
っ
て
か
ら
カ
ン

ナ
で
削
り
ま
す
。

　
か
つ
お
節
は
保
管
が
悪
い
と
乾
燥

し
て
硬
く
な
っ
た
り
、
包
装
も
せ
ず

引
き
出
し
な
ど
に
長
期
間
入
れ
っ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し

な
し
に
し
て
お
く
と
、
俗
に
「
こ
虫
」

と
呼
ば
れ
る
黒
色
で
腹
面
に
金
色
の

短
毛
が
あ
る
、
ダ
ニ
に
以
た
“
か
つ

　
　
む
し

お
節
虫
”
が
わ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

湿
気
が
多
い
と
、
有
害
な
カ
ビ
も
生

え
ま
す
。
ラ
ッ
プ
に
包
む
か
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫

に
は
入
れ
な
い
）
で
保
管
し
ま
し
ょ

う
。
冷
蔵
庫
は
適
当
な
水
気
を
か
つ

お
節
に
与
え
、
硬
く
な
る
の
を
防
ぎ

ま
す
。

　
か
つ
お
節
は
、
硬
く
な
る
と
削
っ

　
　
　
て
も
粉
に
な
り
、
き
れ
い
な

　
　
　
削
り
節
が
で
き
ま
せ
ん
。
硬

　
　
　
く
な
っ
た
か
つ
お
節
は
、
ガ

　
　
　
ス
こ
ん
ろ
で
少
し
火
に
あ
ぶ

　
　
　
る
と
軟
ら
か
く
な
り
、
削
り

　
　
　
や
す
く
な
り
ま
す
。
ス
ル
メ

　
　
　
を
火
で
あ
ぶ
る
と
、
柔
ら
か

　
　
　
く
な
る
の
と
同
じ
で
す
。

　
　
　
　
　
“
か
つ
お
節
虫
”
の
つ
い

　
　
　
た
か
つ
お
節
は
、
包
丁
で
そ

　
　
　
の
部
分
を
削
り
落
と
せ
ば
使

　
　
　
え
ま
す
が
、
赤
カ
ビ
や
黒
ヵ

　
　
　
ビ
が
生
え
た
ら
、
思
い
切
っ

　
　
　
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
保
管
さ

え
き
ち
ん
と
し
て
お
け
ば
、
か
つ
お

節
は
二
年
ぐ
ら
い
は
も
ち
ま
す
。

管保でん包にプツラ

（5）



あで先は役場総務課836－1521です。一“

祇

謹
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ギトピツクス

●

め入学（園・所）式が行われました。

1今年あらたにそれぞれの門をくぐるこ

とになった児童生徒の数は、保育所43名、

幼稚園107名、南小学校91名、北小学校72

名、中学校182名で合計495名の新入生を

ω
難鴬

　一学童保育所オープンー

　3月21日、勤労福祉センターで民営の

籍学童風の子クラブ、の開所式が行われ

ました。

　共働き家庭の急増から、親が安心して

働くことができ、子どもたちも充実した

放課後の生活ができるようにと町勤労セ

ンター西側（むさしの結婚相談所建物）

にできたものです。

　これは、町が補助金を出し、父母たち

が運営するもので利用児童は南・北小で、

15名。児童の下校時から午後6時半まで

を指導員二人で保育し、子どもたちは毎

日元気に利用しています。

　一町交通指導員

　　に小林さん一

　平成5年4月1臼付けで、

大字板井1651番地の小林明忠

さんが町の交通指導員として

委嘱されました。

　最近の交通事情により児童

の登下校、町の諸行事には交

通指導員さんが大変お壽きな

役割を果たしています。

　今後、交通安全のためにご

尽力いただくことになります

、が、「みをさんのご協力をよぢ

しくお願いします。
　　　　　　　　　　　（61



トビツクス 身近かな話題、ホツトなニュース壼お寄せくだごひ。
桑1「…鰯　　　轡㍉　灘

O　　一町内のカーブミラーをきれいに一
〇

ロ繭　　春の全国交通安全運動期間の4月15日
Olこ、牌1こ引き続き、小原．御正駐在所

o連絡協議会町交通指導員、町交通安全
卜一母の会の合同で、町内のかブミラ靖

　　掃を行いました。

　　当日は、参加した17名が2班に分かれ
　　て1枚1枚手で拭かれたカーブミラーは、

　　見ちがえるほどきれいになりました。

　　町内の交通事故がすこしでも減るよう、

　　今後もこの奉仕活動を続けるとはりきっ

　　ていました。

気．ノ

●

，羨△

　　　　纏鐵，

　㌔1「1ヒ　　擁㎏

●
・
－
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窟
O
ω
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難沸痴苓クタ淵猷1

鐘謝、，



空
腹
感
は
最
高
の
味
つ
け

　
朝
起
き
て
す
ぐ
の
食
事
は
、
だ
れ
で

も
あ
ま
り
食
欲
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
日

曜
臼
に
家
で
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
れ
ば

。
晩
の
食
事
も
お
い
し
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
て
う

　
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
心
身
と
も
爽

か
で快

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
食
欲
を
高
め

畜
う
え
に
も
役
立
ち
ま
す
。

積
極
的
に
か
ら
だ
を

動
か
し
ま
し
ょ
う

　
最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
塾
や
お
け

い
こ
ご
と
が
多
く
、
し
か
も
遊
ぶ
場
所

も
次
第
に
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

ま
す
。
そ
の
た
め
、
サ
ン
マ
、
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
間
・
空
間
・
仲
間
を
取
り
戻
そ
う
と

い
う
運
動
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
場
合
も
や
は
り
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
で
す
の
で
、
積
極
的
に

体
を
動
か
す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
は
、
お
年

寄
り
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
最
適
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
運
動
量

は
、
家
庭
菜
園
や
庭
の
草
む
し
り
な
ど

と
同
じ
く
ら
い
で
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
年
も
つ
づ
け
る
と
、
腰
痛
・

肩
こ
り
と
い
っ
た
自
覚
症
状
は
減
り
、

肥
満
や
高
血
圧
に
も
効
果
が
あ
る
と
の

報
告
も
あ
り
ま
す
。

食
事
を
お
い
し
く

　
食
べ
る
に
は
：
－
：

　
運
動
は
、
一
般
に
筋
力
を
つ
け
、
骨

を
丈
夫
に
し
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
場
合

に
は
、
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

若
い
人
も
、
年
を
と
っ
て
も
体
を
動
か

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
そ
れ
を

か
て糧

に
食
事
を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
、
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

見
合
っ
て
食
事
を
す
れ
ば
、
自
分
の
好

き
な
お
菓
子
な
ど
も
、
多
少
余
分
に
食

べ
た
か
ら
と
い
っ
て
肥
満
を
気
に
し
な

い
で
す
む
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
新
緑
の
美
し
い
季
節
で
す
。
い
つ
も

よ
り
ち
ょ
っ
ぴ
り
早
く
起
き
て
家
の
周

囲
を
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。　

き
っ
と
お
い
し
い
朝
食
が
待
っ
て
い

ま
す
よ
！

㊨

●

大
里
郡
総
合
体
育
大
会

　
第
四
回
大
里
郡
総
合
体
育
大
会
の
閉

会
式
が
三
月
二
十
四
日
、
江
南
町
民
体

育
館
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
四
年
度
に
行
わ

れ
た
七
種
目
の
町
村
対
抗
大
会
の
結
果

に
得
点
を
つ
け
、
そ
の
総
合
得
点
で
順

位
を
決
定
す
る
も
の
で
、
江
南
町
は
三

年
連
続
で
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
少
年
・
少
女
の
大
会
は
得
点
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

P
短
♪
　
、

総
合
成
績
（
得
点
）

牛
』
　
ご

・
種
　
目
　
別
　
成
　
績

▽
一
般
野
球
大
会

出五三準優七
場　　優　月
チ位位勝勝二
1　　　　十
ム江妻寄大六
　　　　　日
御南沼居里
正　　　　会
ク町町町村場
ラ

ブ2567岡　点点点点部
　　　　　町

（8）

七六四四三準優
　　　　　優｛立　｛立　イ立　｛立　｛立　月券　月券

川岡大妻江花寄

本部里沼南園居
田丁　田丁　才寸　田丁　田丁　田丁　田丁

●

碍

17　22　25　25　30　32　36

5　　　　　　　　5
占　占　占　占　占　占　占

▽
一
般
卓
球
大
会

九
月
十
三
日

優
　
勝
　
寄

準
優
勝
　
江

三
　
位
　
花

出
場
チ
ー
ム

　
会
場
花
園
町

居
　
町
　
7
点

南
　
町
　
6
点

園
　
町
　
5
点

江
南
町
卓
球
愛
好
会
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へ
曽
～
暑
2
薯
聖
聖
2
薯
2
妻
｝
り
避
り
亀
り
暫
事
聰
9
億
り
ー
聖
璽
り
ー
ー
ー
り
量
璽
竃
り
竃
墜
亀
り
電
り
，
り
薯
り
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
9
、
ご

歳
嘘
謹

　
五
月
五
日
は
、
「
こ
ど
も
の
日
」
。

男
の
子
の
端
午
の
節
句
で
す
。
こ

の
日
は
家
に
武
者
人
形
を
飾
り
、

こ
い
の
ぽ
り
を
立
て
て
祝
い
ま
す
。

そ
し
て
、
家
族
で
か
し
わ
も
ち
を

食
べ
、
シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
り
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
独
特
の
風
習

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
く
う

　
武
者
人
形
は
、
昔
は
神
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ム
う

皇
后
、
八
幡
太
郎
義
家
、
鍾

き

埴
な
ど
歴
史
上
の
人
物
の
人

形
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

最
近
は
金
太
郎
や
桃
太
郎
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま

れ
て
い
る
男
の
子
の
人
形
に

、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

形
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
都

市
で
は
、
手
軽
な
人
形
、
こ
い
の

ぽ
り
も
卓
上
型
と
い
う
家
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
半
面
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
豪

華
な
武
者
人
形
を
飾
っ
て
ビ
ユ
ツ

フ
ェ
式
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
そ

こ
に
家
族
で
参
加
す
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
も
見
か
け
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
る
親
の
気
持
ち
に
変
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
表
情
も
昔
は

㌧
武
勇
を
表
し
た
強
そ
う
な
表
情
だ

っ
た
の
が
、
最
近
は
幼
な
顔
で
、

り
り
し
い
表
情
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
よ
ろ
い
か
ぶ
と
に
身

を
固
め
た
初
陣
の
若
武
者
の
人
形

が
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
好
ま

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
端
午
の
節
句
の
祝
い
方
は
、
地

方
と
都
市
と
で
は
違
っ
て
き
て
い

ま
す
。
少
子
時
代
の
反
映
で
、
地

方
で
は
段
飾
り
の
豪
華
な
武
者
人

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
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水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

5　月　の　当　番 工　事　店　名 1電話番号
1　・　6　・11　。16　・21　・26　・31 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
2　・　7　・12　・17　・22・27 ㈱　光　栄　建　設 36－1052
3　。　8　・13・18・23・28 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206
4　・　9　・14　・19　・24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662
5　・10。15　・20・25　。30 ㈲　松　本　設　備 36－5177
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圖圖國圖
　深谷青年の家
　　　青年スクール生募集
期間5月27日（木）～9月8日（水）

対象18歳～35歳の県内在住在勤
　　　者（高校生は除く）

場所埼玉県立深谷青年の家

時問午後7時～午後9時
内　容・火曜日コース…書道、茶道、

　　　手品、バトミントン
　　　・水曜日コース…初級英会話、

　　　華道、陶芸、調理1
　　　・金曜日コース…ハーブ＆ポ

　　　プリ、卓球、着付け、調理

　　　H
費　用　受講料は無料（教材費実費）

定　員　各20～30名・先着順

申込み　5月7日團　午後7時より
　　　5月13日（木）午後9時まで

間合せ　深谷青年の家　費71－7548

　
ヤ

回
動

　
凝

　
済

圏
お

囮

種別変更届

国民年金加入の人も届出が必要

　人生には、いろいろな節目があり

ます。就職・退職・結婚などその都

度、国民年金の種別が変わり、また

保険料の納付方法が違ってきますの

で、届出が必要です。

　この節目ごとの届出を忘れると、

年金を受けるときに不利になったり

しますので、届出を忘れないように

くれぐれもご注意ください。

・ご主人が会社を退職して自営業に

・ご主人が自営業をやめて会社に就

　職

・家事手伝いなどの人が会社員と結

　婚

・結婚退職

・ご主人の転職

・奥さんの収入が増加

・共働きの開始

・共働きの中止

・離婚

国民年金の加入

　手続きをしましょう

　国内に住む20歳以上60歳未満の人

は、国民年金に必ず加入しなければ

なりません。加入者は次の3種類で
す。　〔強制加入者〕

①第1号被保険者

　農業・商業などの自営業の人とそ

の家族、学生。ゆ加入手続きをして、

ご自分で保険料を納めます。

②第2号被保険者

　厚生年金保険の加入者、共済組合

員。ゆ加入手続きは不要です。保険

料は給与から引かれますので納める

必要はありません。

③第3号被保険者

　第2号被保険者に扶養されている

配偶者。ゆ加入手続きが必要です。

保険料は配偶者の加入している年金

制度でまとめて負担しますので、納

める必要はありません。

　くわしくは、住民課年金係へお問

い合わせください。

　ひったくり被害多発！！

埼玉県は全国ワースト3位

こんな人は気をつけて

・被害者の80％は自転車の前カゴか

ら被害に遭っています。

・被害者の大半は女性です。（ひった

　くられて大けがをした人もいます）

犯人の多くは　　　　　　　　　　　一
　オートバイや自動車を利用して、　5

あなたに気づかれないように近づい幽』
て来て、あなたの大切な財産をひっ　0

たくって逃げます。　　　　　　　ロ『

問合せ熊谷警察署防犯課　　ヨ

　　　君26－0110　　　　①
　　　　　　　　　　　　　　　一
　教育委員会よりお知らせ　　・一・
　　　　　　　　　　　　　　　0

ん肇購鰍講鵡警5
年度より3ヶ年計画で、　「江南町の

動物」について、調査します。

ヤ　各専門の調査員を委嘱し、調査員

が町内のみなさんの自宅周辺などを

調査しますので、ご協力をお願いし
ます。

問合せ　教育委員会町史編さん係

　　　836－1521内線256

休診のお知らせ

　小川赤十字病院は、4月から第2

第4土曜日が休診となりました。
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圏固匿卜回
　農林学級（5月）

開催日 内　　　容 時　　間

12日（水） ひょうたん・へ 午後1時30分

ちま栽培講習会

13日（木） かぶの料理 午前10時

16日（日） キュウリの栽培 午後1時30分

16日（日〉 野鳥の観察 午後1時30分

20日（木） こんにゃくづく 午前10時

り

21日働 木工ふた付き小 午前10時

箱

23日（日） サッマイモの植 午後1時30分

え付け

26日（水） モロヘイヤの栽 午後1時30分

培講習会

30日（日） 木工鉛筆立て 午前10時

30日（日〉 木工鉛筆立て 午後1時30分

30日（日〉 サッマイモの植 午後1時30分

え付け

花き園芸講座（5月）

開催日 内　　　　　容 費　用

7日㈹ 初夏の庭仕事 無　　料

11日（火） ハーブの楽しみ方 500円

14日㈹ 大輪菊の楽しみ方（1） 1，000円

18日（火） 四季の花壇の楽しみ 1，000円

方（夏編）

25日（火〉 シュロチクの楽しみ 1，500円

方

31日（月〉 さっき開花後の手入 1，500円

れ

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　埼玉県農林公園内・植物振

　　興センター内
　　台83－2841

埼玉県勤労者ワープ回講座

◎初級
内容基本操作から文章の作り方

　　まで学びワープロの持つ一
　　般的機能を学びます。

日時昼間一日コース
　　1回　6月14日（月）

　　2回　6月15日（火）

　　9時30分～16時30分
　　夜間二日コース
　　6月151日（火）～16日（水）

　　18時30分～20時30分
◎初中級

内容基本操作から、表作成、表

　　計算等の機能の習得を目指

　　します。
日時昼間二日間コース
　　6月17日休〉～18日（金》

　　9時30分～16時30分
◎中級
内　容　初級講座修了者を対象に表

　　作成表計算等の機能の習得
　　を目指します。
日時昼間一日コース

　　6月16日㈱
　　9時30分～16時30分
　　夜間二日コース
　　6月17日（木）～18日（金）
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席
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村
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上
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イ
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プ
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a
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特
R
m
彦
四
刻
中
福
八
⑱
タ
5
の
熊

種
員
　
所
み
　
先
料
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
時
　
　
所
料
　
　
目
　
　
　
者
　
所
　
　
売
　
せ

　
　
　
　
込
込
講
　
　

合
　
　
　

場
　
　

演
売
　
　
合

機
定
場
申
申
受
　

問
　
日
場
入
演
出
前
前
問

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

三
月
中
届
出

成
・
沢

　
　
　
　
ひ
ろ
　
し

　
佐
藤
　
大
嗣
　
　
長
男
　
　
（
茂
樹
）

　
　
　
　
つ
な
　
き

　
牛
山
　
純
亨
　
　
二
男
　
　
（
照
夫
）

押
　
　
切

　
　
　
　
み
　
　
な

　
山
口
　
美
奈
　
　
長
女
　
　
（
泰
彦
）

　
　
　
　
　
ま
ニ
と

　
秋
友
誠
長
男
（
英
次
）

　
　
　
か
　
　
す
　
　
み

　
佐
藤
佳
寿
美
　
　
長
女
　
　
（
寿
男
）

　
松
本
　
　
良
　
　
二
男
　
　
（
守
司
）

樋
　
　
春

　
　
　
　
ひ
ろ
　
や

　
森
川
　
弘
也
　
　
長
男
　
（
恵
司
）

野
　
　
原

　
　
　
さ
　
　
や
　
　
か

　
木
村
沙
也
佳
　
　
二
女
　
　
（
浩
）

小
江
川

　
　
　
あ
　
　
り
　
　
さ

　
寺
村
亜
里
沙
　
　
二
女
　
（
利
廣
）

板
　
　
井

　
　
　
　
じ
ゅ
ん
ぺ
い

　
吉
野
　
純
平
　
　
二
男
　
　
（
勇
）

千
　
　
代

　
　
　
　
ゆ
う
　
た

　
清
水
　
優
太
　
　
長
男
　
　
（
稔
）

　
　
　
　
ひ
さ
　
し

　
早
川
　
久
司
　
　
長
男
　
（
比
佐
夫
）

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

　
　
　
　
え
つ
　
し

　
杉
川
　
悦
史
　
　
二
男
　
　
（
隆
右
）

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

三
月
中
届
出
　
　
年
齢
　
　
（
敬
称
略
）

　
福
田
規
代
子
　
7
5
歳
　
　
成
　
　
沢

　
平
山
つ
ね
8
5
歳
樋
春

　
神
谷
　
政
義
　
8
5
歳
　
　
野
　
　
原

　
冨
田
　
文
雄
　
6
0
歳
　
　
　
塩

12，090

12080－

12，070一

人／戸

3，410－

3，400・甲

3，390

町民のうごき
冒曹z冒『．

1月　2月　3月　4月

4月1日現在

人口12，085十25

男5，967十14
女6，118十11

世帯3，399－2

平成5年　救急出動状況

救急出動状況 3　月 累　計

交　　　　　　通 6件 12件

一　　般　　負　傷 1件 2件

急　　　　　　病 13件 44件

そ　　　の　　　他 4件 7件

合　　　　　　計 24件 65件

●「

（11）



　　　　　リよう　　や

野ロ亮弥ちゃん
　平成4年7月12日生

　野口嘉徳・文枝さんの

長男（9カ月）　　小江川

　我が家の殿は、あばれだ

けど愛想のいい立派な男の

子です。ったい歩きもでき

るようになり、毎日、元気

に遊んでいます。

∞∞

　　　　　ゆう　　じゅん

秋場悠順ちゃん
　平成4年5月13日生
　秋葉健吾・麗子さんの’

長男（11カ月）　　千　代
　今は惹蕨が仕事といった

感じで、寝ている時以外は

家の中じゅうハイハイで動
き回っている、饒‘自坊主の

悠君です。

脚繊。一。一㈱釦

我
が
家
の
生
産
物
を

　　　　　すず　　ほ

権田鈴穂ちゃん
　平成4年6月16日生
　権田秋男・里果さん

の長女（10カ月）　押　切

　暴れん坊のお兄ちゃんに

くらべ、とてもおとなしく

いっもにこにこしています。

　素直でやさしい女の子に

育ってほしいです。

　　　　　ゆ　き　な
小　林　有紀菜ちゃん

　平成4年5月9日生
　小林勝美・栄子さんの

二女（11カ月）　　小江川

　10カ月で歩けるようにな

り、目が離せなくなりまし

た。心豊かな、人に好かれ

るような子に育ってほしい

と思います。

使
っ
た
自
慢
料
理

た
け
の
こ
の
保
諄

　
た
け
の
こ
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
時
期

で
す
。

　
そ
こ
で
、
保
存
方
法
を
二
通
り
紹
介

し
ま
す
。

●

た
け
の
こ
の
乾
燥

▼
材
料

た
け
の
こ
…
　
　
　
　
　
：
…
：
四
㎏

こ
ぬ
か
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
五
カ
ッ
プ

乾
燥
剤
…
…
二
袋
程
度
（
せ
ん
べ
い
や

　
　
　
　
　
海
苔
な
ど
に
つ
い
て
い
る

　
　
　
　
　
も
の
）

▼
作
り
方

①
た
け
の
こ
は
、
こ
ぬ
か
で
ゆ
が
き
、

ア
ク
出
し
を
す
る
。

②
皮
を
む
き
、
き
れ
い
に
洗
い
、
熱
湯

を
く
ぐ
ら
せ
る
。

③
水
け
を
と
り
、
使
い
み
ち
に
よ
っ
て

切
り
分
け
る
。

④
切
っ
た
た
け
の
こ
を
ザ
ル
に
広
げ
三

～
四
日
干
す
。
　
（
日
な
た
の
風
通
し
の

良
い
所
で
）

⑤
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
乾
燥
剤
を
入
れ
て
、

口
を
よ
く
し
ば
り
、
保
存
し
て
お
く
。

、
壕
、
阿▼

使
用
す
る
時

　
水
か
ら
た
け
の
こ
を
入
れ
、
煮
立
っ

て
十
分
た
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
火
か
ら

お
ろ
し
、
さ
め
た
ら
手
で
よ
く
も
む
。

水
を
と
り
か
え
、
三
回
ほ
ど
く
り
返
す
。

　
た
け
の
こ
の
保
存
漬

▼
材
料

ゆ
で
た
け
の
こ
…
…
：
…
…
…
…
・
五
㎏

塩
（
た
け
の
こ
の
三
割
）
…
一
・
五
㎏

さ
し
水
…
…
…
水
1
4
、
塩
三
〇
〇
9

▼
作
り
方

①
た
け
の
こ
は
縦
二
つ
に
割
り
、
穂
先

を
切
り
落
と
し
、
皮
つ
き
の
ま
ま
、
米

ぬ
か
を
入
れ
、
二
十
分
程
ゆ
で
る
。
そ

の
液
に
つ
け
た
ま
ま
、
一
晩
お
き
、
皮

を
除
い
て
、
き
れ
い
に
す
る
。

②
塩
水
を
つ
く
り
、
沸
騰
さ
せ
、
冷
ま

し
て
さ
し
水
を
作
る
。

③
容
器
の
底
に
塩
を
ふ
り
、
塩
を
ま
ぶ

し
な
が
ら
、
た
け
の
こ
を
並
べ
て
い
く
。

●

④
上
の
部
分
に
塩
を
多
め
に
ふ
り
、
押
吻

し
ぶ
た
重
石
（
十
㎏
）
を
の
せ
る
。

⑤
容
器
の
内
側
に
沿
っ
て
さ
し
水
を
し
、

冷
暗
所
に
保
存
す
る
。

　
日
本
に
は
、
中
国
か
ら
渡
来
し
て
今

な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る
風
習
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
男
の
子
の
祭
り
、
端
午

の
節
旬
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
つ
し

　
端
午
と
は
、
初
め
て
の
午
の
意
。
五

月
は
旧
暦
で
午
の
月
に
当
た
り
、
五
（
午
）

と
五
が
重
な
る
こ
の
日
に
お
め
で
た
い

日
と
し
て
き
た
の
で
す
。
中
国
で
は
、

三
月
三
日
、
七
月
七
日
、
九
月
九
日
の

よ
う
に
数
字
が
重
な
る
の
は
め
で
た
い

と
さ
れ
、
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
習
慣
が
始
ま

っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
な
か
ご
ろ
。
端

午
の
節
句
の
日
に
、
男
の
子
の
い
る
武

家
の
家
で
、
コ
イ
を
描
い
た
家
紋
入
り

の
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
揚
げ
て
い
た
の
が

発
展
し
た
も
の
と
か
。
黄
河
の
上
流
の

龍
門
と
い
う
滝
を
登
っ
た
コ
イ
は
龍
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
中
国
の
故

事
に
ち
な
み
、
子
ど
も
の
立
身
出
世
を

願
う
思
い
を
こ
め
て
コ
イ
を
描
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ち
ま
き
や
柏
も
ち
、

シ
ヨ
ウ
ブ
湯
に
入
る
習
慣
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
故
事
来
歴
が
あ
り
ま
す
。
調
べ
て

み
る
と
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。




